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自然環境中に棲息するビフェニル資化性微生物の単離、ならびに単離株のPCBs分解特性の調査
を重ね、基質特異性が異なる二つの芳香環水酸化酵素をそれぞれ発現する大腸菌株を分子育種し
た。さらに、これらを効果的に複合することで、カネクロールKC400までの商用PCBsを効率良
く分解する知見が得られ、最近は分解性を強化した代謝経路の人工的再構築を目指す。本講演会
では、貴学の渡辺教授との共同研究を含んだこれまでの成果を概説するとともに、その応用例も
一部紹介する。

日　時 ︓ ２０１７年５月１６日（火） 午後３︓００～
場　所 ︓ 愛媛大学樽味キャンパス農学研究科多目的ホール（松山市樽味３−５−７）
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